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2 防衛北海道　平成2８年４月号

　平成28年度が始まりました。

　４月になり、北海道においても春らしい時期もあ

りますが、残雪、道路の凍結等、厳しい環境がまだ、

続いています。

　このような厳しい環境の中で、自衛隊は、国を、国

民を守るため、日々、訓練を行っており、全国の部隊

も自衛隊の能力の維持、向上のため、来道し、訓練

を行っているところであります。

　北海道に所在する自衛隊施設数は314、全国の自衛隊施設の面積約1,087k㎡の約42％、約459k㎡

を占め、その中でも、演習場の面積は全国の47％が所在しております。

　自衛隊施設周辺の自治体の皆様や、周辺の住民の皆様には日頃より、自衛隊施設の円滑な運用にご理

解、ご協力を賜り、感謝しているところであります。誠にありがとうございます。

　さて、平成27年度においては北海道防衛局は沖縄の負担軽減のための移転訓練の実施への対応、日常

的な自衛隊の訓練の円滑な実施のために必要な説明会や調整会議を行い、地元の皆様にご理解を深めて

頂くため、真摯に対応してきたところであります。又、自衛隊の運用等が与える、周辺住民の皆様への

負担を少しでも軽減できるよう周辺自治体のご要望等を踏まえて、努力してきたところであります。

　平成28年度においても、引き続き、皆様のご意見や、ご要望を踏まえ、更に、地元の皆様のご理解を

深め、少しでも、負担を軽減できるよう、精一杯努力して参ります。

　今年度も、ご理解とご協力をいただけますよう、北海道防衛局としてチーム一丸となって努力して参

ります。

　引き続き、よろしくお願いいたします。

山岡博幸　北海道防衛局長

北海道防衛局の局長室での定例会議

北海道防衛局長挨拶

新年度に向けて
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（民生安定施設整備事業の概要については、特別編集号「防衛北海道（平成26年３月発行）」にも掲載しています。ホームページより是非ご覧下

さい。）※ ※北海道防衛局ホームページ：http://www.mod.go.jp/rdb/hokkaido/

　自衛隊の演習場等の防衛施設周辺においては、砲射撃訓練等の頻繁な実施により生

ずる騒音による障害が住民の生活や事業活動の妨げになることがあります。

　民生安定施設整備事業（防音助成）は、こうした騒音による障害

を緩和するために地方公共団体が必要な施設の整備を実施すると

き、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第８条に基づ

き、その整備に要する費用の一部を補助するものです。

　また、補助対象施設の一部については、老朽化や高齢化の進展な

どにより、地域住民の需要に対応できていない場合に、施設の安全

性向上やバリアフリー化等の改修工事の補助も行っています。

　今号では、恵庭市で整備した恵庭市庁舎改修事業を紹介します。

　恵庭市の市街地は、自衛隊の北海道大演習場（島松地区）に近接し、頻繁な砲射撃

訓練に伴う騒音により、住民生活や事業活動が阻害されています。こうした環境の中、行政事務の中枢

である恵庭市庁舎は、昭和46年度に民生安定施設整備事業（防音助成）により整備されました。

　しかし、建設以来40年以上が経過し、施設の老朽化や耐震基準を満たしておらず、市民への行政サー

ビス・災害時の防災拠点として十分機能を活かせない状況となっていました。

　当局は、同市からの要望を受け、平成26年度から同27年度にかけて、防音工事により整備した施設

の改修工事として、恵庭市庁舎改修工事の一部を補助しました。当局では、今後とも防衛施設周辺で生

ずる騒音による障害を緩和するため、防音工事や改修工事の実施に努めてまいります。

①庁舎の内外部に鉄骨ブ

レースを新設し、耐震性

を確保しました。

②発電設備の更新を行い、

災害時でも機能する設備

改修を行いました。

③防災拠点として機能する

施設として、太陽光発電

パネルを設置しました。

④バリアフリー対策とし

て、正面玄関を自動ドア

に改修しました。

防衛施設と周辺地域との調和を図るために
～民生安定施設整備事業（防音助成）の紹介～

（写真提供：恵庭市）

９０式戦車による射撃訓練

①　鉄骨ブレ－スの設置 ③　太陽光発電パネルの設置

②　発電設備の更新 ④　正面玄関を自動ドアに改修

騒音による
障害の緩和

恵庭市庁舎
の改修工事

【改修工事の補助対象施設】

  老人福祉センター・学習等供用施設・公民館・図書館・博物館

  保健相談センター・特別集会施設・児童館・自治会集会所・市町村庁舎

　工事期間中は、市民の皆様にご不便をおかけしましたが、平成26年度から施工していました市役所

庁舎の改修工事が完了し、建物の耐震化や老朽化対策、正面玄関改修（自動ドア設置）などのバリア

フリー対策及び災害対策本部機能の充実が図られました。市民サービスの向上や万が一の災害時に防

災拠点として機能する本庁舎で、市民の皆様により安心して来庁して頂ける施設となりました。

主な改修工事の内容

市
担
当
者
の
声
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　平成28年３月、当局は入居する札幌第３合同庁舎の専有箇所において蛍光灯照明をすべてLED照明に

交換しました。これにより、当局の照明に係る消費電力は従来に比べて約半分になる予定で、室内の明

るさは（机上照度）は従来を上回るほどになりました。

　交換事業は既に完了しましたが評価が問われるのはこれからです。今回の交換において最も配慮した

点は、職場環境に悪影響を及ぼさず、かつ省エネにより現行の蛍光灯照明よりもランニングコストが削

減されるようにすることです。

  そのため、複数の業者の方と打ち合わせを重ね、イニシャルコストである設置・製品費用とランニング

コストに影響する低消費電力や製品の長寿命化の検討の他に、目の疲れを含めた職員の身体への影響が

ないかなど多くの資料をもとに当事業を成功させるための答えを見つけるのは簡単ではありませんでし

たが、これらの検討に費やした労力と時間は決して無駄では無く、必ず期待した結果が出るものと今か

ら楽しみで仕方ありません。

　同時に、今回の取り組みが、今後実施される各防衛関係機関による同事業の資となれば幸いと思って

おります。

　次号において、28年４月の電力消費量の対前年度比などのデータを紹介する予定です。お楽しみに!!

担当：総務部会計課　岡部係長

　私が採用されてから６ヶ月がたちました。初めての社会人生

活は、大変なこともある一方で新しい経験も多くあり、充実し

たものになっています。

　現在、私は国有財産の戸籍簿である国有財産台帳に関する業

務に携わっています。この台帳は防衛施設の価格等を記録する

もので、とにかく正確な数字を登載する必要があります。その

ため、エクセルや電卓での数字の確認、時には自衛隊等の財産

管理担当者と電話で確認をしながら、慎重に登載しています。

台帳は国有財産管理の基本となるもので、その責任の重さを感

じ日々仕事に臨んでいます。

　今はまだできることは少ないですが、着実に学び続け、防衛

事務官の役割を果たせるよう努力していきたいと思います。

北海道防衛局に勤務して 松山事務官（施設管理課）

地球温暖化対策

施工後

蛍光灯からLED照明
への交換事業

施工前
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提供：北部方面総監部広報室

蛍光灯からLED照明
への交換事業

　北部航空警戒管制団の隷下部隊の一つである第26警戒隊は、根室

分屯基地に所在する部隊です。通常レーダーサイトは山頂や僻地に位

置していますが、根室分屯基地は、珍しく住宅街近傍の平地にあり、

また、北海道の最東端に位置するとともに、北方領土が目と鼻の先に

ある分屯基地でもあります。

　第26警戒隊の主な任務は日本の空の警戒監視であり、北方領土と

の距離が近いため警戒監視の最前線として、とても重要な役割を担っ

ています。そのため所属隊員は皆、その重要性を深く認識し、日々厳

しい各種任務及び訓練等に臨んでいます。第26警戒隊は隊員の平均年齢が32歳と他の基地と比較する

ととても若くフレッシュな元気溢れる部隊で

す。

　根室分屯基地は、根室市で行われる行事に

多くの隊員が参加するほか、根室自衛隊協力

会をはじめとする自衛隊協力団体の活動も活

発であり、地域住民の皆様を含め、とても良

好な関係を築かせていただいています。

　根室に来られた際は、名所の納沙布岬等を含む「根室十

景」の観光や、根室港及び花咲港で６～９月に水揚げされ

る花咲がに、日本一の漁獲高を誇るさんま等の新鮮な魚介

類を堪能して頂きたいと思います。

　陸上自衛隊第５旅団は、平成28年１月26日（火）か

ら同年２月６日（土）までの間、矢臼別演習場及び然別

演習場において、米海兵隊との実動訓練を実施しまし

た。

　本訓練は、陸上自衛隊及び米海兵隊の部隊が、それぞ

れの指揮系統に従い、共同して作戦を実施する場合にお

ける連携要領を実行動により訓練し、相互運用性の向上

を図る目的で行われ、日本側は第５旅団長ほか第27普

通科連隊基幹約400名が参加、また、米軍側は第３海兵

機動展開部隊第３海兵師団長ほか第５海兵連隊第３大隊

の１個中隊基幹約300名が参加し訓練が行われました。

　訓練では、積雪寒冷地での日米対抗方式による小隊戦

闘訓練や自衛隊航空機を使用し、日米両部隊が共同して

空中機動を行い、目標となる地域に降着、展開するヘリ

ボン訓練等を行いました。　

金比羅神社例大祭の神輿運行に参加する隊員

根室名物花咲ガニ

第26警戒隊の紹介航空自衛隊根室分屯基地

訓練開始式

合同炊事 共同作戦会議 ATM射撃

提供：根室市観光協会

共同訓練
フォレストライト
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青函トンネルを利用した協同転地演習

■ 青函共用走行区間
　北海道新幹線新青森～新函館北斗駅間の149km

のうち青函トンネルを含む82kmは、新幹線と在来

線（貨物列車が共用走行する区間）となり、最高速

度を当面140km／hにすることとされています。

　現在、共用走行区間での高速走行に向けて、国土

交通省が中心となって検討がすすめられておりま

す。 

　平成28年３月26日（土）、北海道新幹線（新青森―新函館北斗間：約149キロ）が運行を開始しま

した。

　新幹線と在来線の貨物列車は、青函トンネル内では、３線軌道による共用走行を行いますが、北部方

面隊は、過去に訓練で装甲車の貨物輸送の実績があります。

　平成23年10月29日（土）から12月３日（土）の間、第７師団第11普通科連隊基幹による西部方面

隊区への協同転地演習（連隊等転地）を実施し、長距離機動に必要な統制・調整能力及び即応能力の向

上を図りましたが、この訓練の際、ＪＲ札幌貨物ターミナル駅において73式装甲人員輸送車10両が貨

車に積載され、10月31日５時頃、駅を出発、青函トンネルを走行し11月４日０時過ぎに九州大分県

ＪＲ西大分駅に到着しました。 

■ 三線軌道
　共用走行区間については、軌間が異なる新

幹線列車と貨物列車が共用走行を行えるよ

う、３本のレールを敷設する三線軌道方式を

採用しており、下図の構造となっています。

また、共用走行の架線についても、新幹線車

両と在来線車両が使用することから、共用位

置への変更が行われています。

提供：北部方面総監部広報室

提供：JR北海道

新幹線と在来線の共用走行
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北海道新幹線のルート
と主な防衛施設

平成28年度自衛隊函館地方協力本部参加イベントの紹介
●行事・イベントの参加予定カレンダー（主に音楽隊の演奏による参加となっています。）
月日 （曜） イベント名 場所 月日 （曜） イベント名 場所

自衛隊函館地方協力本部
〒042-0934　函館市広野町６番25号

TEL：0138-53-6241
E-mail：recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp

ミニ制服
でポーズ

音楽演奏会の開催

募集対象者の体験搭乗

入隊者激励会艦艇広報

地域のイベントでの市街地広報

装備品展示でＰＲ

本部庁舎

函館地本

検索

北海道新幹線を利用して、北海道新幹線を利用して、より便利に快適に！

写真提供：
JR北海道 グランクラス車

  北海道民が待ちわびていた北海道新幹線は、平

成42年度には札幌まで延びる予定で、札幌まで

新幹線が完成すると札幌―東京間は約５時間とな

り、現在よりも約４時間短縮されます。

　道内でも札

幌―函館間が

現在は３時間

40分ほどか

かっているも

のが、札幌―

新函館北斗間

が約１時間と

なり、日帰り

ができるよう

になります。

　
■ 函館出身　局職員の声
　函館在住者は、関東方面へ旅行するときは、朝

６時35分発の新幹線を利用して、東京に11時４

分頃に到着する便を利用すれば、東京旅行が便利

で快適になります。
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　平成28年１月30日（土）陸上自衛隊第11旅団の第11音楽隊による第41回定期演奏会が札幌コン

サートホール「kitara」で開催されました。

　平成28年２月13日（土）海上自衛隊大湊音楽隊による第38回定期演奏会が「ニトリ文化ホール」で

開催されました。

　第11旅団は、北海道の中枢札幌

を中核とし、北は滝川市、赤平市か

ら南は函館市、松前町に亘る56市

町村の防衛警備を担っており、隷下

部隊である第11音楽隊は、第11旅

団の担当区域で、定期演奏会、室内

楽演奏会、さっぽろ雪まつりをはじ

め、各駐屯地の創立記念行事及び各

市町村の要請に応じた演奏活動を

行っています。

　北海道及び青森県以北の海域（太平洋、日本海、オホーツク海）における防衛警備・災

害派遣を始め、艦艇に対する支援、民生協力等を任務としています。警備区域は、津軽海

峡、宗谷海峡を含む日本海側、太平洋側ともに青森県以北の周辺海域です。

　海上自衛隊大湊音楽隊は、昭和31年に発足し今年で60周年を迎えました。青森県むつ

市を拠点に、北海道全域と青森県、秋田県、岩手県の東北３県を中心に幅広い演奏活動を

行っています。また、海外の約70カ国を訪問し、国際親善にも貢献しています。

陸上自衛隊第11旅団第11音楽隊による第41回定期演奏会

海上自衛隊大湊音楽隊による第３８回定期演奏

第11旅団及び第11音楽隊の紹介

自衛隊音楽隊　定期演奏会の開催

指揮者：山下１等陸尉
（東邦音楽大学出身）

海上自衛隊大湊地方総監部と大湊音楽隊

指揮者：真道１等海尉
（洗足学園音楽大学出身）
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　平成27年12月26日（土）旭川市アートホテル旭川にて、北部方面曹友会主催のＪコンが開催さ

れました。

　ＪコンのＪは自衛隊の頭文字から取っており、一般女性と男性自衛官の結婚を目指す活動のこと

を言います。

　パーティーはこれまでにも、各駐屯地等で開催されてき

ましたが、今回は北部方面曹友会発足20周年を記念して

道内全域の各部隊を対象として、旭川市内にて「全道Ｊコ

ンふれあいパーティー」を開催しました。

　パーティーには陸海空自衛官67人と、道内各地から集まった70人の女性が参加し、自己紹介やクイ

ズ、トークなどで盛り上がり、最後の投票の結果、 カップル15組が誕生したということです。

　去る2月26日、内閣官房内閣人事局が主催する北海道地区の総務部長等会議において標記に関する

政府の取組方針が示されました。具体的には、幹部職員等に占める女性職員の登用割合の目標設定、フ

レックスタイム制の実施、育児・介護を行いながら勤務している女性職員のワークライフバランスの実

現に向けた取組方針等の説明です。

　近年は女性の社会進出が進んできていますが、未婚・既婚を問わず十分な労働環境にあるとは必ずし

も言いがたいからこそ、政府をあげた取組を推進して

いこうということなのでしょう。このような取組を契

機に旧来の男性中心社会の認識が改まって、働く女性

の環境が改善されていくものと期待しています。

  会議の中で特に印象に残ったのは「個人差はあるが

女性は自己評価が低い傾向にある」という報告でし

た。現職の女性職員の皆さんはこれを時々思い出して

自分をいたずらに過小評価せず、短期的には育児や介

護に重点的にエネルギーを使っても、定年までの長い

目で見た家庭と仕事の両立に頑張って欲しいと思いま

す。

全道Ｊコンふれあいパーティー

「女性活躍・ワークライフバランス推進」について
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